
佐渡版画村美術館の高橋館長と
アール・ブリュット作家、前田優作さん・長島利裕さんが対談しました

お問い合わせ　社会福祉課　障がい福祉係　☎６３―５１１３

お気軽にお立ち寄りください！
障がい者施設の授産品を販売します

　障がいのある方々の授産活動の支援と障がいに対する正しい理解を深めていただくため、市役
所本庁舎１階（正面玄関奥の階段横）を会場に、各施設の方が授産品を販売しています。

日時　12月 27日㈮　正午～午後１時　施設名　愛らんど相川�
販売予定品　木製パズル、結び織り製品（座布団・玄関マット等）、裂き織り製品など

日時　１月 10日㈮　正午～午後１時　施設名　まつはらの家�
販売予定品　裂織製品、マスコット製品、刺し子布巾、マット、あかりせんべいなど

日時　１月 24日㈮　正午～午後１時　施設名　さわやか�
販売予定品　手作り布製品（エコバッグ・腕カバー・靴下カバー）など

　茶話会では、両津市民バンドの皆さんによ
る演奏も行われました。
　子どもたちに人気の楽曲からドラマの主題
歌など演奏され、あたたかい雰囲気に会場が
包まれていました。

 高橋館長 
　話を聞いて、ひ
たすら達成感を
感じるために、描
いている時が一
番安心するよう
に感じた。

 前田さん 
　制作は大変だが、
完成した時は、マ
ラソン大会のゴー
ルのような達成感
がある。
　未来を予測して、
見てもらう人のこ
とを考えて描いて
いる。
　自分の絵を展示
してくれてとても
感謝している。

 長島さん 
　絵を描くことがとても大好き。大きな作品
だと、1~2週間かかるときもある。作品がで
きたときは、うれしく、感動している。

市報さど　令和元年12月号3


